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万
葉
集

―

文
雅
の
創
造―
梅
花
の
宴
と
筑
紫
歌
壇

実
践
女
子
学
園
創
立
120
周
年
記
念
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

2019 年5月26日（日）14：00～15：45
（開場 13:00）

実践女子大学 渋谷キャンパス 403 教室

実践女子大学生涯学習センター

アクセス

池
田
三
枝
子

講
師
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践
女
子
大
学
文
学
部
長

実
践
女
子
大
学
国
文
学
科
教
授

JR 渋谷駅東口16C出口から徒歩約10分
〒150-8538 東京都渋谷区東1-1-49  TEL：03-6450-6817（代表）

申 込 み 不要・無料 定 員 300名



　
万
葉
集
巻
五
に
収
録
さ
れ
る﹁
梅
花
歌
三
十
二
首
﹂は
︑奈
良
時
代
の
貴
族
で
あ
る
大
伴
旅

人
が
九
州
の
大
宰
府
の
長
官
だ
っ
た
と
き
に
︑そ
の
邸
宅
で
開
い
た
宴
席
で
詠
ま
れ
た
作
品

で
す
︒

　
お
だ
や
か
な
春
の
日
︑梅
の
花
の
咲
き
散
る
庭
園
で
︑お
酒
を
飲
み
つ
つ
和
歌
を
詠
む﹁
梅

花
の
宴
﹂︒一
見
す
る
と
︑平
和
で
の
ど
か
な
光
景
の
よ
う
で
す
が
︑実
は
そ
れ
ほ
ど
の
ん
び
り

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒

　
万
葉
集
の
頃
の﹁

●大
宰
府
﹂は
︑先
進
国
で
あ
っ
た
中
国
や
朝
鮮
半
島
諸
国
と
の
国
際
交
流

の
窓
口
で
し
た
︒そ
れ
だ
け
に
都
か
ら
多
く
の
知
識
人
た
ち
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
し
た
︒遣
唐

使
が
廃
止
さ
れ
た
後
の
平
安
時
代
の﹁

●太
宰
府
﹂と
は
異
な
り
︑必
ず
し
も
政
治
的
敗
者
が
左

遷
さ
れ
る
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒奈
良
時
代
の
大
宰
府
は
︑九
州
全
体
を
統
轄
す
る

役
所
と
し
て﹁
遠
の
朝
廷︵
と
お
の
み
か
ど
︶﹂と
称
さ
れ
︑緊
迫
し
て
い
る
東
ア
ジ
ア
の
国
際

情
勢
に
目
を
光
ら
せ
て
北
部
九
州
の
沿
岸
防
備
に
当
た
る
防
人
を
管
理
し
︑反
乱
の
機
会
を

う
か
が
う
隼
人
た
ち
を
抑
え
る
と
い
う
重
要
な
任
務
を
担
っ
て
い
ま
し
た
︒

　
し
か
し
そ
の
一
方
で
︑大
伴
旅
人
を
は
じ
め
と
す
る
知
識
人
た
ち
は
皆
︑華
や
か
な
平
城
京

に
思
い
を
馳
せ
︑政
治・文
化
の
中
心
地
か
ら
遠
く
隔
た
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
疎
外
感
を
抱

い
て
い
ま
し
た
︒そ
の
よ
う
な
知
識
人
た
ち
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が﹁
筑
紫

歌
壇︵
つ
く
し
か
だ
ん
︶﹂で
す
︒彼
ら
は
都
の
文
雅
に
近
づ
く
べ
く
︑互
い
に
持
て
る
知
識
の

限
り
を
尽
く
し
て
︑和
歌
や
漢
詩
文
を
作
り
ま
し
た
︒そ
の
努
力
の
結
果
︑筑
紫
歌
壇
の
人
々

は
旧
来
の
文
学
を
超
え
る
新
し
い
文
学
を
創
造
し
て
行
っ
た
の
で
す
︒筑
紫
歌
壇
で
作
ら
れ

た﹁
梅
花
歌
三
十
二
首
﹂の
漢
文
序
は
︑文
雅
を
志
す
新
時
代﹁
令
和
﹂の
出
典
と
し
て
ま
さ
に

ふ
さ
わ
し
い
作
品
だ
と
言
え
ま
し
ょ
う
︒　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
修
了
︒

実
践
女
子
大
学
文
学
部
国
文
学
科
教
授
︑実
践
女
子
大
学

文
学
部
長
︑実
践
女
子
学
園
常
任
理
事
︒

専
門
は
わ
が
国
最
古
の
歌
集
で
あ
る﹃
万
葉
集
﹄を
中
心
と

す
る
日
本
の
上
代
文
学︵
奈
良
時
代
以
前
の
文
学
︶︒﹁
上
代

文
学
の
お
も
し
ろ
さ
は
︑日
本
古
来
の
呪
術
的
な
要
素
と

当
時
最
高
の
先
進
国
で
あ
っ
た
中
国
や
朝
鮮
半
島
諸
国
か

ら
受
け
た
影
響
と
が
複
雑
に
混
じ
り
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ

に
あ
る
﹂と
し
て
研
究
中
で
あ
る
︒

■
実
践
女
子
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
講
座

―

万
葉
集・古
事
記
講
座︵
日
野
︶―

﹁
万
葉
集
の
世
界
﹂︵
２
０
０
２
～
２
０
１
９
年
︶

﹁
古
事
記
の
神
話
を
読
む
﹂︵
２
０
１
７
～
２
０
１
８
年
︶

―

招
待
シ
リ
ー
ズ︵
日
野
︶―

﹁
古
事
記
へ
の
招
待
﹂︵
２
０
１
２
年
︶︑﹁
風
土
記
へ
の
招
待
﹂︵
２
０
１
３
年
︶︑﹁
懐
風
藻
へ
の
招
待
﹂︵
２
０
１
３
年
︶

―

歌
と
生
涯
シ
リ
ー
ズ︵
渋
谷
︶―

﹁
大
伴
家
持
の
歌
と
生
涯
﹂︑﹁
山
上
憶
良
の
歌
と
生
涯
﹂︵
２
０
１
４
年
︶

﹁
坂
上
郎
女
の
歌
と
生
涯
﹂︑﹁
大
伴
旅
人
の
歌
と
生
涯
﹂︵
２
０
１
５
年
︶

﹁
高
橋
虫
麻
呂
の
歌
と
生
涯
﹂︑﹁
山
部
赤
人
の
歌
と
生
涯
﹂︵
２
０
１
６
年
︶

﹁
柿
本
人
麻
呂
の
歌
と
生
涯
﹂︑﹁
石
川
郎
女
の
歌
と
生
涯
﹂︵
２
０
１
７
年
︶

﹁
有
間
皇
子
の
歌
と
生
涯
﹂﹁
額
田
王
の
歌
と
生
涯
﹂︵
２
０
１
８
年
︶

※

い
ず
れ
も﹁
万
葉
集
の
奥
行
き
の
深
さ
を
わ
か
り
や
す
く
説
く
﹂と
受
講
生
の
心
を
つ
か
む
︒

﹁
大
伴
家
持
と
そ
の
周
辺
﹂︵
日
野・４
月
～
︶︑﹁
磐
姫
皇
后
の
歌
と
生
涯
﹂︵
渋
谷・８
月
～
︶へ
と
展
開
中
︒

■
主
要
論
文

・﹁
聖
武
朝
の
政
治
理
念
と﹃
み
や
び
﹄﹂︵﹃
古
代
文
学
﹄第
34
号
︶

・﹁
山
上
憶
良﹃
熊
凝
追
悼
歌
﹄の
方
法―

漢
文
序
の
機
能―

﹂︵﹃
古
代
文

芸
論
叢
﹄お
う
ふ
う
︶

・﹁﹃
大
伴
淡
等
謹
状
﹄―

そ
の
政
治
性
と
文
芸
性―

﹂︵﹃
上
代
文
学
﹄第

72
号
︶

・﹁
平
城
京―

歌
表
現
と
政
治
理
念―

﹂︵﹃
国
語
と
国
文
学
﹄第
87
巻
11
号
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

■
講
演︵
地
域
連
携・社
会
的
活
動
︶

・
２
０
０
４
年 

杉
並
区
立
科
学
館﹁
天
文
の
夕
べ・七
夕
講
演
会
﹂

・
２
０
１
０
年  

ひ
の
市
民
大
学︵
額
田
王・大
伯
皇
女・山
部
赤
人・

 

大
伴
家
持
ほ
か
︶

・
２
０
１
２
年 

ひ
の
市
民
大
学︵
東
歌
︶

・
２
０
１
３
年 

昭
島
市
歴
史
文
化
セ
ミ
ナ
ー﹁
万
葉
集
講
座
﹂

・
２
０
１
３
年 

ひ
の
市
民
大
学︵
大
伴
家
持
の
歌
と
生
涯
︶

・
２
０
１
４
年 

ひ
の
市
民
大
学︵
万
葉
集
か
ら
古
今
集
へ
︶

・
２
０
１
８
年 

ひ
の
市
民
大
学︵
万
葉
集
入
門
︶　　
　
　
　
　

 

な
ど

―

文
雅
の
創
造―
梅
花
の
宴
と
筑
紫
歌
壇

講
座
概
要

講
師
紹
介  

　
　  

池
田
三
枝
子

＊＊＊＊＊駐車場・駐輪場のご用意はございません。＊＊＊＊＊

JR（山手線、埼京線、湘南新宿ライン）／
東京メトロ（銀座線、半蔵門線、副都心線）、
東急（東横線、田園都市線）、京王井の頭線
JR 渋谷駅（南改札）東口 16C 出口から徒歩
約 10分

渋谷駅から
アクセス方法

東京メトロ（銀座線、半蔵門線、千代田線） 
B1出口から徒歩約 12 分

表参道駅から

〒150-8538　東京都渋谷区東 1-1-49
TEL：03-6450-6817（代表）

所在地


